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研究背景  

中国では経済発展に伴い、愛玩動物の飼育数

は継続的に増加し、ペット産業も急速に拡大し

ている。1970年代後半から実施された「一人子

政策」により、新生児の出生率が著しく減少し、

高齢化や少子化問題は日本よりも深刻化してい

る。こうした社会環境の変化に伴い、愛玩動物

に対する需要が増えたと推測されるが、愛玩動

物の飼育状況や家族内での位置付けは、判然と

していない。日本では、元来、犬を番犬、猫を

ネズミ捕りのために飼っていたが、現在では愛

玩動物として、「主観的な家族」1）視する傾向が

強まっている。その理由は少子化や高齢化等の

社会環境の変化により、心理的な癒しが求めら

れている結果と思われる 2)。 

 

研究目的 

本稿の目的は、①現在の中国と日本のペット

産業の現状を明らかにすること、②相似した社

会問題を抱える日中における愛玩動物に関する

飼育実態や意識を明らかにすることである。 

 

研究材料及び方法 

日中の一般市民を対象に、留置法によるアン

ケート調査を、2019年 7～10月に実施し、日本

192 件、中国 460 件の有効回答を得た。調査内

容は、愛玩動物の飼育状況、経費、愛玩動物に

対する意識等である。この結果を、日中比較を

行い、さらに筆者が 2011年に行った「ペットの

飼育状況」に関する調査と比較分析を実施した。 

 

研究結果 

                                                      
1 ここでの都市部とは都市及び都市に準じる町を含む 

1.日中ペット産業の現状 

1.1日本のペット産業の現状 

日本のペット産業が 2013年の 14,288億円か

ら 2017年の 15,193億円へと、市場規模が緩や

かに増加している 3)。今後も継続的に微増する

予想である。また 2019年 10月時点に全国の犬

の飼育頭数が 8,797 千頭、猫の飼育頭数は約

9,778 千頭と推計される。犬の飼育頭数の減少

が続く一方、猫には緩やかに増加傾向がみられ

る 4)。一世帯当たりのペットに対しての支出総

額は総務省統計局によると年々増加し、ペット

フード、用品、サービス、動物病院代も上昇し

ている。ペットサービスのシェアが最も大きく

7,183億円、ペットフード 5,170億円であった。 

川上の生体販売の市場規模は 1,000億円程度

であると推計される。一般的な販売口はペット

ショップとブリーダーである 5)。 

川中のペットフード産業に関しては 2018 年

302,363 百万円で 4 年連続増加している 6)。市

場は外資メーカーを中心とした大企業により、

シェアの過半が占められている。国産と輸入量

はほぼ同様である。商品が多様化することで市

場の拡大傾向が続いている。またペット用品は

2016年 892億円で、飼育頭数の減少にもかかわ

らずペット用品市場は拡大している。 

川下のペット関連サービスの中で、ペット保

険市場が成長している。成長の背景にペットの

高齢化や医療技術の進化が関わっている 5)。 

 

1.2中国ペット産業の現状 

中国のペット飼育頭数は継続的に増加してい

る。また同調査による、2018年中国都市部注 1の
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ペット飼育人数は 7,355万人に達し、犬の飼育

数は 5,085万頭で、猫の飼育頭数は 4,064万頭

であった 7)。 

中国ペット産業の市場規模は 2004年の 20億

元(約 300 億円)から 2017 年の 1,340 億元(約 2

兆円)に達し、ペット産業が全面開花した。ペッ

ト主要産業の割合は図 1に示している。 

  

 図 1．中国国内のペット産業構造（2016年） 

注：APPA天风 证 券公司資料に基づき作成          

川上の生体販売に関してはブリーダースタイ

ル、ペットショップ販売スタイル以外、中国国

内ではオンラインペット販売が多く存在する。 

川中のペット食品関係は、毎年 20%以上のス

ビートで高速増長している。2015年のペット食

品産業売上高は 297 億元(約 4500 億円)で、そ

の 6割がペットフードである。「マース」や「ネ

スレ」などの外国企業シェアは、ペットフード

全体の 50%強を占めている 8)。またペット用品

の需要は年々増加し、品目も豊富になっていく。

2016年の年間売り上げは、196億元(約 3000億

円)になり、前年度より 37％増加した 9)。 

 川下のペットサービス関係の中で、ペット医

療が最も大きい分野である。2015年末までのペ

ット医療規模は 328億ドル、その中で、主にペ

ット病院とペット医薬品である。全国に 1万軒

強のペット病院があるが、主に中小規模の病院

である。しかし病院の質のバラツキが問題であ

る。医療以外最も利用率が高いのはトリミング

である。69.6%の飼育者がトリミング利用してい

る 10)。 

 

2．日中一般人のペットの飼育状況と意識調査

結果 

2.1飼育経験と飼育状況 

 まず、飼育経験の有無の項目については、日

中間で 1%の有意差が見られた。日本は 80.2%の

回答者が飼育経験をもち、中国の 55.9%より高

かった。日本は中国より飼育経験者の割合が高

いことを示している(表 1)。2011年と比べ「現

在飼育中」について、日本はほぼ変わらなかっ

たが、中国は大幅に増加した。これは近年日本

のペット飼育数が安定的に推移していることと、

中国のペット飼育の持続的増加を反映している。 

表 1．ペット飼育経験 

 
注:** P<0.01 

 また「現在ペットを飼育している」回答者に、

飼育動物の種類を尋ねたところ、日中とも「犬」

「猫」が最も高かった (図 2)。飼育人気動物種

は 2011 年と 2019 年で変わらなかったが、中国

の「猫」の出現率が上がった(2011 年:23.7%、

2019年 47.4%)。中国では近年、若い年齢層を中

心に猫ブームが起きていることが原因と考えら

れる。 

 
図 2．日中飼育ペットの種類 

現在「犬」「猫」を飼育中の回答者の飼育理由

は表 2の通りである。最も出現率の高い項目は

「かわいい」や「動物好き」などである。「かわ

いい」、「他の人が飼っているのを見て羨ましい

から」、「寂しい」、「時間がある」の項目で中国

は日本より有意に高かった。記念 SNSや動画配

信サイトの利用者が急速に増加しており、動物

に関する配信が人気であり、その影響でペット

飼育に至ったと思われる。また、中国の老齢化

や晩婚化、低出生率などの影響による「寂しい」

や「時間がある」の選択肢の出現率の高さに至

ったと思われる。 

 「猫」の飼育理由の上位は「犬」とほぼ同じ

33.8 

22.9 
15.9 

14.9 

12.5 
食品

医療

用品

生体販売

その他

日本(人) 中国(人)

飼育中 79(41.2%) 154(33.5%)

飼育していた 75(39.1%) 　　　103(22.4%)　　**

飼育経験なし 38(19.8%) 　　　203(44.1%)　　**

合計 192(100.0)% 　　　460(100.0%)　 **
回答者数(人) 192 460

飼育経験あり 154
(80.2%)

257
(55.9%)
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である。「飼える環境になった」と回答されたの

は 20代と 30代の年齢層がほとんどである。 

 また 2011 年と比較したところ、2019 年の中

国の「寂しい」)と「飼える環境になった」有意

に高かった。前述した高齢化社会や晩婚化、さ

らに一人っ子政策により子供の自立に伴い、親

世代が子供代わりにペットを求めていることで、

この心理的訴求が加速したと考えられる。さら

に「番犬・ネズミ捕り」といった機能性に対す

る訴求が 2019年は皆無だった。機能性動物から

愛玩動物への変換が進んだと考えられる。 

表 2．犬・猫に求めること 

 

 注:** P<0.01 

 

2.2 ペット用品とペット関連サービスの利用状

況 

 現在「犬」、「猫」を飼育している回答者の現

在ペット用品の消費経験の結果は、表 3の通り

である。「犬」飼育者の結果について、「首輪・

リード」、「トイレ関係」、「おやつ」の項目では

日本が中国より有意に高かった。また「洋服」、

「サプリ」の項目で、日本より中国のほうが有

意に高かった。 

 一方、「猫」に関しては、「トイレ関係」と「お

やつ」項目で日本が有意に高かったが、「洋服」

と「ベッド」と「サプリ」項目で中国が有意に

高かった。「犬」、「猫」どちらの飼育者も、「サ

プリ」に関する出現率が高かった。中国の近年

のペットサプリメントが台頭が考えられる。 

表 3．ペット用品の消費経験 

 
注:** P<0.01、* P<0.05 

またペットサービスの利用経験についての結

果は表 4である。 

 「犬」の飼育者で利用経験の高い項目は「ペ

ット病院」、「トリミング」、「ドッグランなどの

遊戯施設」である。中国は日本と同じ順位とな

った。「シッター」以外の項目は、全部日本が高

かった。特に「ペット病院」は有意に高かった。 

 「猫」の飼育者が利用経験の高い項目は、日

本、「ペット病院」、「ホテル」、「トリミング」と

「ペット葬儀」であった。中国は「ペット病院」、

「トリミング」、「ホテル」であった。 

表 4．利用経験のあるサービス 

 

注:** P<0.01、* P<0.05 

毎月消費する項目の中で過去一年間に、最も

消費費用の高い項目 3つを高い順に上げてもら

った結果を、1位:3点～3位:1点に換算したも

のが表 7である。回答者の少ない項目のバイア

スが大きいと思われるため、回答率の高い項目

の中で最も平均値の高い項目について以下によ

うに分析した。「犬」の飼育者の最も出現率の高

い項目は日中同じであった。「治療費」「ペット

食品」、「ワクチン・健康診断などの健康費用」

であった。 

 猫の飼育者が選んだ出現率の高い 3項目は、

高い順に日本「治療費」、「ペット食品」、「ワク

チン・健康診断などの健康費用」であった。中

国は「日用品」、「ワクチン・健康診断などの健

康費用」、「治療費」であった。 

 

2.3ペットに対する意識 

飼育経験のある回答者に、自分を 1とし、全

くの他人を 10 にした場合、ペットを含む親族

などとの距離は、図 3の通りであった。日本は

「ペット」との距離が、「母」の次に近かった。

また中国は「父」との距離が最も近く、「母」の

次が「ペット」である。日中ともペットとの距

離が近く、家族視されていることがわかった。 

飼育理由
日本 中国 日本 中国

20(50.0%) ** 43(84.3%) 可愛い 18(62.1%) 50(68.5%)
26(65.0%) 34(66.7%) 動物好き 17(58.6%) 47(64.4%)
19(47.5%) ** 1(2.0%) 癒し 0(0.0%) 2(2.7%)
18(45.0%) 16(31.4%) 家族希望 9(31.0%) 37(50.7%)
9(22.5%) 15(29.4%) 家族交流 2(6.9%) ** 27(37.0%)
7(17.5%) 10(19.6%) 経済改善 11(37.9%) 12(16.4%)
6(15.0%) ** 23(45.1%) 他人影響 0(0.0%) ** 19(26.0%)
6(15.0%) 16(31.4%) 飼える環境 1(3.4%) ** 30(41.1%)
4(10.0%) 5(9.8%) 子供教育 2(6.9%) 11(15.1%)
3(7.5%) ** 29(56.9%) 寂しい 3(10.3%) ** 39(53.4%)
3(7.5%) ** 27(52.9%) 時間ある 1(3.4%) ** 37(50.7%)
0(0.0%) 0(0.0%) 番犬ネズミ捕り 0(0.0%) 0(0.0%)
3(7.5%) 11(21.6%) その他 0(0.0%) ** 20(27.4%)

124(310.0%) 230(451.0%) 合計 64(220.7%) 331(453.4%)
40 51 回答者数(人) 29 73

犬(人) 猫(人)

消費経験
日本 中国 日本 中国

37(92.5%) 46(90.2%) フード 28(96.6%) 64(87.7%)
37(92.5%) * 39(76.5%) 首輪リード 10(34.5%) 18(24.7%)
34(85.0%) ** 15(29.4%) トイレ関係 24(82.8%) ** 36(49.3%)
34(85.0%) ** 25(49.0%) おやつ 24(82.8%) ** 25(34.2%)
17(45.2%) * 33(64.7%) 服 1(3.4%) ** 45(61.6%)
16(40.0%) 21(41.2%) ベッド 7(24.1%) ** 38(52.1%)
4(10.0%) ** 19(37.3%) サプリ 1(3.4%) ** 26(35.6%)
6(15.0%) ** 0(0.0%) その他 0(0.0%) 1(1.4%)

185(462.5%) 198(388.2%) 合計 95(327.6%) 253(346.6%)
40 51 回答者数(人) 29 73

犬(人) 猫(人)

利用経験
日本 中国 日本 中国

33(82.5%) ** 27(52.9%) 病院 27(93.1%) ** 36(49.3%)
23(57.5%) 24(47.1%) トリミング 6(20.7%) 22(30.1%)
22(55.0%) 19(37.3%) 遊戯施設 2(6.9%) 0(0.0%)
16(40.0%) 11(21.6%) ホテル 7(24.1%) 16(21.9%)
3(7.5%) 4(7.8%) シッター 0(0%) * 11(15.1%) 
9(22.5%) 8(15.7%) 葬儀 6(20.7%) 19(26.0)
3(7.5%) * 0(0.0%) その他 0(0.0%) 0(0.0%)
0(0.0%) 0(0.0%) 全部なし 2(6.9%) * 0(0.0%)

135(337.5%) 114(337.5%) 合計 52(179.3%) 145(198.6%)
40 51 回答者数(人) 29 73

犬(人) 猫(人)
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2011 年と比較すると日本の回答者は親族と

の距離はほぼ変化が見られなかったのに対して、

ペットとの距離は有意に近い結果となった。一

方、中国は親族との距離はやや遠くなる一方、

ペットとの距離は近くなった。 

 

 図 3．ペットなどとの距離感(1:自分との距離

～10:全くの他人との距離) 

全員を対象に、ペットが病気にかかった時の

治療態度を聞いたところ、日中とも「経済的に

受け入れ可能な程度なら治療する」の回答者が

最も多かった(図 4)、次に「いくらでも治療す

る」で、日中間に 1％の有意差が見られた。「い

くらでも治療する」と「経済的に受け入れ可能

な程度」を合わせて積極的に治療するとの回答

者割合は、日本 82.3%、中国 61.3%で、日本が積

極的である。 

   

図 4.ペットが病気に罹患した場合の治療態度 

 

まとめ  

ペット産業の成熟した日本では、産業自体の

拡大は緩やかになっているが、急速に発展して

きた中国のペット産業は今後もあらゆる分野で

拡大発展が見込まれる。 

日中飼育者がペットの飼育状況と意識は相似

している。ペット飼育は日中ともに動物好きが

背景にあるが、日本より中国が一人っ子政策で

子供が巣たちした親世代の心理的需要、または

晩婚化、第一子の出産年齢の遅れなどによる若

い年齢層の心理的な需要が強いことがうかがえ

る。 

8 年前に比べ、大きな変化が見られず安定し

ている日本とは対照して、中国では飼育率が上

昇し、ペットとの心理的距離も縮んでいる。し

かし、ペット医療水準のバラツキや安易にオン

ラインショップによる生体の入手がもたらした

飼育放棄などの問題が山積している。今後、中

国のペット産業は今後も拡大が予想されるが、

こうした問題を解決していくことが課題とされ

る。 
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